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本
謬
「
電
子
計
算
機
と
し
て
の
脳
」
は
、
　
「
純
粋
及
び
応
期
生
物
学
の

国
際
モ
ノ
グ
ラ
フ
叢
書
（
H
緊
。
豪
州
陣
。
鋤
紘
ω
⑦
甑
窃
。
｛
竃
o
P
o
α
q
鑓
覧
畠
。
質

℃
鶏
。
磐
伍
2
）
喜
憂
譲
。
δ
α
Q
蜜
）
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
六
一
年

に
英
国
に
お
い
て
勺
巽
σ
q
効
諺
。
降
℃
目
貫
。
な
よ
り
繊
版
さ
れ
た
が
、
ち
な
み

に
本
叢
書
は
次
の
五
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
動
物
学
、
生
化
学
、

植
物
学
、
生
理
学
的
科
学
に
お
け
る
現
代
の
趨
勢
、
及
び
植
物
生
理
学
部

門
で
あ
り
、
本
書
は
動
物
学
部
門
の
第
八
巻
を
占
め
て
い
る
。
著
考
の
ジ

ョ
ー
ジ
（
男
寓
「
O
o
O
門
α
q
o
）
は
、
ロ
ン
ド
ン
酒
方
約
転
七
十
キ
ロ
の
ブ
リ

ス
ト
ル
大
学
（
¢
難
く
㊦
邑
受
○
｛
ゆ
冴
蓋
）
の
心
理
学
科
の
教
授
で
あ
る

が
、
そ
の
専
門
分
野
は
広
く
、
本
書
の
参
考
文
献
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
著
者
膚
身
の
論
文
二
十
編
よ
り
推
察
す
れ
ば
、
知
覚
を
中
心
に
、
学
翌
、

行
動
、
思
考
、
認
知
、
桂
会
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
優
し
、
著
者
の
関
心

は
常
に
、
上
記
の
諸
心
理
学
的
分
野
を
網
羅
す
る
一
般
的
法
則
を
抽
出
し
、

そ
れ
に
近
代
の
確
率
論
を
中
心
と
す
る
数
学
、
論
理
式
を
発
展
さ
せ
た
諭

置
網
（
｝
。
α
q
柳
。
巴
器
薯
◎
鋳
の
）
、
自
動
機
械
（
仁
。
舞
。
ヨ
舞
魯
）
を
発
展
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘲

書

評

た
電
子
計
算
機
（
飢
①
o
嘗
。
艮
o
c
o
臼
℃
艮
角
）
理
論
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク

ス
（
o
罵
げ
。
導
践
＄
）
、
及
び
哲
学
等
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
有

効
性
の
故
に
心
理
学
の
諸
労
野
で
今
後
発
展
の
可
能
性
の
大
き
い
モ
デ
ル

な
い
し
は
理
論
を
作
る
こ
と
に
あ
る
様
で
あ
り
、
本
書
も
そ
の
例
外
で
は

な
い
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
専
門
的
で
あ
る
が
故
に
記
述
の
省

略
し
て
あ
る
部
分
を
補
い
、
注
目
す
べ
き
記
述
を
特
記
し
、
問
題
点
並
び

に
疑
閣
∵
不
明
点
を
も
指
摘
し
、
更
に
出
来
れ
ば
本
書
を
越
え
て
心
理
学

に
お
け
る
脳
と
電
予
計
算
機
と
の
関
係
の
問
題
を
遺
求
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
書
の
詳
細
な
書
評
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
囑
一
三
頁
と
い
う
大
著
で
あ
る
が
、
そ
の
構
威
は
以
下

の
十
ご
鷺
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
序
論
」
、
第
二
部
「
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
ス
」
、
第
三
章
「
哲
学
、
方
法
論
及
び
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
、

第
四
章
「
有
顔
自
動
機
械
類
（
ゆ
⇔
一
戸
O
　
鋤
O
け
O
B
餌
隠
里
）
し
、
第
五
章
「
論
理
網
」
、

第
六
章
「
電
子
計
算
機
が
学
習
す
る
様
に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
、
第

七
章
「
学
習
の
心
理
学
的
理
論
」
、
第
八
輩
「
行
動
と
神
経
系
」
、
第
九
章

「
神
経
系
の
理
論
と
モ
デ
ル
し
、
第
十
章
「
知
覚
」
、
第
十
一
章
「
知
覚
と

そ
の
他
の
認
知
的
機
能
」
及
び
第
十
二
章
「
要
約
」
で
あ
る
。
本
前
編
で

紹
介
す
る
の
は
第
五
章
迄
で
あ
っ
て
、
以
下
は
後
編
に
ま
と
め
る
予
定
で

あ
る
。

第
～
章
　
序

曇ム
肖細

　
原
語
は
、
弓
ゲ
。
誤
税
α
q
焦
ヨ
。
摸
．
と
な
っ
て
い
て
、
本
書
の
大
筋
を
述
べ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
翻
的
を
、
　
「
実
験
心
理
学
と
神
経
生
理
学

の
聾
者
の
立
場
よ
り
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
原
理
の
梗
概
を
明
ら
か

六
九
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に
し
、
そ
れ
を
現
在
分
か
っ
て
い
る
乱
悪
法
則
と
結
び
つ
け
る
こ
と
し
と

　
し
、
「
脳
を
電
子
計
算
…
機
と
同
じ
様
な
制
御
系
（
8
ヨ
℃
暮
興
み
毛
Φ
O
O
質
欝
9

。。

ｸ
馨
。
ヨ
）
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
生
物
系
科
学
に
曾
て
賭
黙
の
内
（
豊
野
葺
）

　
に
さ
れ
て
い
た
も
の
を
判
然
と
（
自
重
卿
。
圃
件
）
さ
せ
る
」
こ
と
を
意
図
し
て

　
い
る
。

　
　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
詳
し
い
紹
介
は
第
ご
章
に
あ
る
が
、
著
者
は

次
の
三
者
が
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
墨
画
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第

　
一
に
、
　
「
人
間
と
い
う
有
機
体
の
主
要
な
諸
機
能
を
実
現
出
来
る
効
果

的
理
論
（
⑦
開
6
0
訟
く
。
浄
o
o
蔓
）
を
、
現
実
の
金
物
モ
デ
ル
（
ず
絶
島
ミ
鎚
Φ

響
。
篇
〇
一
）
　
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
作
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
金
物
、

，
即
ち
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
…
と
は
、
手
で
扱
え
る
物
理
的
・
化
学
的
な
物
で
出

来
た
機
械
又
は
計
算
機
を
意
味
し
、
一
般
に
真
空
管
や
継
電
器
（
邑
躇
）

　
の
様
な
イ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
o
｝
①
o
窪
。
鼠
＄
）
の
部
分
を
意
味
し
、
こ
れ
の

反
対
語
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
…
（
。
。
o
》
≦
巽
O
）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
紙
と
鉛
筆

で
行
な
わ
れ
る
計
算
機
の
論
理
的
設
計
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
意
味
し
て

　
い
る
。
第
ご
に
、
争
闘
と
同
じ
様
な
論
理
的
方
法
（
δ
σ
q
同
。
紘
ヨ
①
碧
）
に
よ
り
、

入
事
行
動
の
機
能
を
実
現
す
る
モ
デ
ル
や
理
論
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
ハ
…
ド
ウ
ェ
ア
…
で
あ
れ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
で
あ
れ
、
機
械
に
よ
り

人
間
の
働
き
を
ま
ね
る
こ
と
、
即
ち
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ω
一
邑
P
霞
一
気
け
帥
O
誹
）

を
意
味
す
る
」
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
人
問
と
局
じ
何
か
コ
ロ
イ
ド
状
化
学

的
組
織
（
O
O
｝
一
〇
鴎
山
節
｝
O
げ
①
ヨ
陣
O
帥
一
臨
⇔
び
巴
岡
6
6
0
）
か
ら
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
」
で
あ

り
、
こ
の
三
者
が
主
冒
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
第
一
と
第
二
の
目
的
の
区

別
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
が
、
要
は
理
論
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
二
者
を

分
け
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
〇

　
次
に
、
以
上
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
三
つ
の
譲
的
は
、
次
の
様
な
方

法
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
情
報
理
論
（
ぎ
皆
巴
ヨ
蝕
。
質

量
。
◎
蔓
）
、
有
限
欄
の
要
素
又
は
細
胞
と
呼
ば
れ
る
部
分
よ
り
成
る
膚
限

冑
動
機
械
類
、
後
述
の
チ
ュ
…
リ
ン
グ
の
機
械
（
↓
ξ
砂
σ
q
窯
⇔
。
一
首
の
）
の

様
に
、
状
態
や
部
分
の
数
を
無
限
に
し
た
無
限
霞
鋤
機
械
類
（
ぎ
鵠
駄
搭

鋤
葺
。
ヨ
簿
⇔
）
、
紙
と
鉛
筆
に
よ
る
青
写
真
で
あ
る
論
理
網
、
汎
用
計
数
型

電
子
計
算
機
（
σ
Q
o
質
角
鉱
℃
⇔
愚
。
。
。
⑦
象
窪
q
躍
9
・
｝
8
欝
℃
舞
曾
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、
及
び
い
か
な
る
組
織
（
｛
巴
）
識
。
）
に
よ
る
に
せ
よ
、
総
称
し
て
特
殊

目
的
電
子
計
算
機
（
。
。
℃
Φ
二
選
唱
餌
愚
。
。
。
o
o
o
ヨ
℃
鴬
骨
Φ
湊
）
と
呼
ば
れ
る
凡
て

の
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
最
後
の
場
合
は
、
離
散
蚤
を
処

理
す
る
計
数
型
、
即
ち
デ
ィ
ジ
タ
ル
（
象
σ
q
陣
邑
）
で
も
良
い
し
、
オ
シ
ロ
ス

コ
ー
プ
に
見
ら
れ
る
様
な
電
圧
や
電
流
の
様
な
物
理
的
変
数
の
連
続
量
で

処
理
す
る
相
似
型
、
卿
ち
ア
ナ
ロ
グ
（
き
匙
。
ぴ
q
駕
の
）
で
あ
っ
て
も
良
い
。

更
に
、
配
線
の
決
ま
っ
た
も
の
（
筥
。
≦
騨
の
飢
）
で
も
、
成
長
過
程
（
σ
q
塊
。
≦
夢

鷲
0
8
・
。
ω
）
を
含
む
も
の
で
も
、
又
両
者
で
も
良
い
と
し
て
い
る
。

　
更
に
、
ハ
ル
（
麟
¢
ε
等
に
対
す
る
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仮
説
演

繹
法
（
ぎ
遷
。
簿
。
警
？
窺
。
砦
。
昏
δ
ヨ
亀
さ
鳥
）
を
見
な
お
す
必
要
を
説
き
、

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
公
理
体
系
の
周
辺
で
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
詣
摘
し
、
電
子
計
算
機
時
代
に
は
、
　
＝
屍
、
完
全

且
つ
絶
望
的
に
不
明
確
で
複
雑
な
体
系
で
、
し
か
も
論
理
的
結
果
を
出
す

も
の
が
、
鍛
も
利
用
緬
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
場
合
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
　
「
行
動
を
真
に
説
嘉
し
よ
う
と
す
る
如
何
な
る
モ
デ
ル
も
、

ハ
ル
の
仮
説
の
セ
ッ
ト
よ
り
も
、
も
っ
と
複
雑
に
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
の
は
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
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本
書
の
主
醸
は
事
実
の
列
挙
で
は
な
く
方
法
論
の
問
題
で
あ
り
、
哲
学
、

論
理
学
、
科
学
等
の
何
で
あ
れ
利
用
出
来
る
も
の
を
使
っ
て
機
械
の
類
似

物
（
B
蓉
げ
ぎ
。
舞
巴
○
σ
q
器
）
に
よ
り
、
行
動
の
高
次
形
態
で
あ
る
概
念

（
8
β
8
讐
）
の
世
界
裳
で
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
章
　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
舵
手
よ
り
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
一
九
四
八
年
に
ウ
イ
ナ
ー
（
芝
δ
嵩
Φ
び
宏
■
）
に

よ
り
最
初
に
使
用
さ
れ
、
以
後
、
制
御
（
8
切
霞
9
）
と
通
信
（
8
滞
ヨ
¢
艮
－

＄
臨
。
揖
）
の
科
学
的
研
究
を
現
わ
す
も
の
と
な
り
、
無
生
物
系
（
8
①
艮
ヨ
p
。
冨

ω
鴇
8
語
）
に
も
生
活
体
（
H
少
く
ぎ
α
q
ω
誘
8
ヨ
）
に
も
同
様
に
応
周
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ナ
…
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
入
間
も
含
め
た
蒋
機
体
は
、
他
の
制

御
と
通
辞
の
系
と
本
質
的
相
違
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
り
、
有
機
体
及
び

閉
團
墨
型
御
難
（
o
ざ
。
。
⑦
創
μ
o
o
℃
o
o
⇒
窪
。
圃
ω
引
け
Φ
ヨ
）
の
一
般
的
特
性
は
負

帰
還
、
即
ち
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
添
6
σ
q
象
剛
く
①
冷
①
氏
ぴ
鋤
。
搾
）
で

あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
負
帰
還
に
よ
り
制
御
さ
れ
る
電
子
回
路
を

組
む
こ
と
に
よ
り
、
有
機
体
の
機
能
を
本
質
的
に
模
倣
し
う
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
ご
こ
で
負
帰
還
と
は
、
あ
る
系
（
X
）
が
刺
激
（
S
）

　
　
　
　
“
、

II
S一一，X．R

フイreド・ノ

ック

図i黒
聞

に
対
し
て
行
な
っ
た
反
応
（
R
）
の
結
果
を
知
り
、
そ

れ
が
前
の
反
応
を
制
御
す
る
様
に
働
く
場
合
で
あ
る
。

例
え
ば
、
沖
の
島
を
め
ざ
し
て
発
動
機
船
を
進
ま
せ

る
人
は
、
自
分
が
取
っ
て
い
る
舵
に
よ
り
船
の
進
行

し
て
い
く
方
向
を
知
り
、
目
標
と
の
…
関
係
を
正
常
に

戻
す
た
め
に
常
に
舵
を
取
り
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
る

評

で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
負
帰
還
に
よ
る
誤
差
の
修
正
（
o
誕
。
婦
o
o
霞
o
o
甑
。
謬
）

に
よ
り
人
は
車
を
運
転
し
、
自
転
車
で
走
る
の
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
図

一
の
様
に
X
と
R
と
の
問
に
論
理
的
に
は
環
状
線
（
一
8
娼
）
を
作
る
こ
と

で
あ
る
。
以
上
か
ら
帰
還
、
即
ち
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
は
元
へ
返
す
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
が
負
帰
還
で
あ
る
こ
と
は
元
を
制
御
す
る
様
に
返

る
こ
と
を
搬
し
、
生
活
体
の
適
応
行
動
は
こ
れ
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
と
反
対
の
正
帰
還
（
唱
。
の
蕊
く
Φ
富
。
伽
げ
霧
犀
）
と
い
う
場
合
は
、
反
応
が

一
方
的
に
増
幅
さ
れ
る
場
奮
で
、
こ
れ
に
支
配
さ
れ
た
生
活
体
は
破
滅
に

追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
著
者
は
こ
こ
で
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
関
係
深
い
数
学
に
ふ
れ
、

そ
れ
は
数
学
自
体
と
計
算
機
の
設
計
と
い
う
二
つ
の
厨
的
に
そ
っ
て
発
達

し
て
来
た
こ
と
を
述
べ
、
特
に
電
子
計
算
機
の
発
展
を
支
え
た
も
の
と
し

て
、
パ
ス
カ
ル
（
℃
①
ω
o
鉱
）
や
カ
…
マ
ー
（
○
紘
き
鎗
）
の
計
算
機
の
外
に
、

バ
ベ
ー
ジ
（
剛
W
節
げ
び
鋤
σ
q
O
》
（
O
・
）
が
パ
ン
チ
・
カ
…
ギ
技
術
を
分
類
に
用
い
た

こ
と
を
示
し
、
大
規
模
な
自
勤
計
算
の
父
と
し
て
い
る
。
又
、
統
計
力
学

や
統
計
熱
力
学
等
の
応
用
数
学
、
ル
ベ
…
グ
積
分
、
群
論
を
中
心
と
す
る

抽
象
代
数
学
等
が
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
及
び
電
子
計
算
機
の
突
然
の
発
展
の
直

接
動
機
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
於
け
る
去
勢
機
の
高
速
化
で
あ
っ
た
。
対

塞
高
尉
砲
の
操
作
に
必
要
な
も
の
は
、
敵
機
を
追
跡
、
即
ち
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
（
錠
9
・
o
犀
げ
σ
Q
）
し
、
そ
の
方
向
、
高
さ
、
速
度
を
予
書
し
、
高
躯
砲
の
位

置
・
方
向
を
決
め
、
砲
弾
の
爆
発
範
囲
を
決
め
る
（
醜
§
驚
訪
鼠
妙
σ
q
）
の

で
あ
る
が
、
従
来
の
人
間
に
よ
る
計
算
や
位
鐙
選
定
で
は
高
速
機
に
は
間

に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
ブ
ツ
シ
鴨
晒
（
じ
σ
霞
。
。
ダ
＜
．
）
や
ウ
ィ
ナ
i

七
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
尋

に
よ
り
電
子
計
算
機
が
設
計
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
組
立
て
ら
れ
、
量
産
に

正
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
天
才
的
な
数
学
者
の
フ
ォ
ン
・
ノ
イ

マ
ン
（
く
O
旨
　
ヴ
嗣
①
二
難
⇔
昌
⇔
）
、
シ
ャ
ノ
ン
（
ω
財
鋤
P
質
O
ロ
）
、
　
ビ
ィ
ゲ
ロ
ー

（
じ
σ
蒔
Φ
｝
○
≦
）
ら
も
加
わ
っ
て
、
人
闇
の
介
在
な
し
に
動
く
電
子
技
術
に
よ

る
機
械
が
上
記
の
対
航
空
機
戦
に
適
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
い

た
。
更
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
走
査
（
ω
。
露
餌
ぎ
σ
金
）
の
過
程

が
入
れ
ら
れ
、
十
進
法
（
瓜
㊦
O
坤
回
轟
p
こ
一
　
⇔
◎
｛
餌
叶
陣
O
昌
）
よ
り
も
二
進
法
（
ぼ
奉
蔓

め
◎
寅
ユ
O
謬
）
を
使
絹
し
た
方
が
良
い
と
い
う
新
考
案
が
採
用
さ
れ
た
。
　
こ

う
し
て
世
界
叢
初
の
電
子
計
算
機
マ
…
ク
一
母
（
ζ
舞
犀
H
）
が
一
九
四
四

年
に
ハ
ー
パ
…
ド
大
学
に
於
て
完
成
し
た
が
、
そ
の
能
力
は
乗
算
に
五
秒

か
か
り
、
七
十
譜
（
即
ち
七
十
個
の
情
報
）
を
記
憶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
の
イ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
発
達
に
よ
り
、
現
在
開
発
中
の

電
子
計
算
機
は
、
乗
算
を
ナ
ノ
セ
コ
ン
ド
（
謎
⇔
謎
O
o
像
Φ
6
0
⇔
岱
）
即
ち
十
億
分

の
一
秒
単
位
で
表
わ
す
時
間
で
行
な
い
、
二
十
穴
万
語
以
上
を
記
憶
す
る

能
力
を
持
つ
と
雷
わ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
適
跡
の
謙
譲
は
、
機
械
が
負
帰

還
と
い
う
人
間
（
有
機
体
）
特
有
の
活
動
を
模
倣
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
人

間
の
手
足
の
様
に
「
従
順
な
機
械
（
蜘
O
O
一
一
〇
　
ヨ
餌
O
ゲ
陣
づ
ゆ
）
し
の
製
作
が
必
要

と
な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
た
機
械
の
簡
単
な
例
の
一
つ
に
整
温
器
（
釜
①
で

ヨ
。
・
。
叶
鷲
）
が
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
温
度
の
変
化
を
制
御
す
る
も
の
は

温
度
自
身
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
種
の
機
械
は
自
動
調
御
機
械
（
巳
。
働
h
6
0
－

海
門
。
鋸
⇔
σ
q
旨
碧
ぴ
貯
⑦
）
又
は
自
鋤
麟
御
装
概
（
o
り
Φ
H
く
O
諺
φ
O
び
鋤
⇔
繭
6
自
呂
P
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
電
子
計
算
機
の
一
般
形
態
、
使
用
さ
れ
る
雷
語
（
ド
⇔
σ
Q
墨
α
q
①
◎
｛

o
o
ヨ
℃
葺
Φ
誘
）
、
入
力
（
ヨ
膨
暮
）
、
出
力
（
o
纂
℃
纂
）
、
回
路
（
o
貯
。
¢
留
）
、
プ

七
二

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
践
。
σ
q
錘
ヨ
き
鞍
σ
q
）
、
計
数
型
と
根
似
型
等
に
つ
い
て
一

応
触
れ
て
い
る
が
、
難
解
な
電
子
回
路
の
麟
は
あ
っ
て
も
説
明
は
非
常
に

簡
単
で
あ
り
、
　
門
，
詳
細
な
こ
と
は
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
」
と

明
記
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
著
者
の
処
理
に
対
し
て
、
筆
者
は
感
服
す
る

と
同
時
に
風
聞
を
も
投
げ
か
け
ざ
る
を
得
な
い
。
今
、
手
回
し
計
算
機
や

電
動
計
算
機
を
も
含
め
て
電
子
計
算
機
に
対
す
る
金
く
の
素
人
が
、
簡
単

な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来
る
迄
学
察
す
る
の
に
は
最
低
三
、
四
月
は
必

要
で
あ
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
百
頁
近
く
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

れ
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
理
解
と
学
習
の
な
い
読
者

に
は
本
書
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
様
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
本
書
の
対
象
で
あ
る
生
物
科
学
の
分
野
の
学
者
や
学
生
が
、
電
子
計

算
機
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
又
は
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
翻
っ
て
我
々
心
理
学
を
専
攻
す
る
者
は
感
服
し
、
又
奮
起
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
思
う
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
的
知
識
に
よ
る
た
だ
漫
然
た
る
電
子

計
算
機
の
理
解
は
、
行
動
科
学
の
進
歩
に
ほ
と
ん
ど
貢
献
す
る
所
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
脳
と
電
子
計
算
機
の
対
応
を
問
題
と
し
て
い
る
本
書
が
、
計
算

機
の
巨
視
的
姓
質
、
即
ち
情
報
の
流
れ
方
の
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
及
び

微
視
的
性
質
、
即
ち
麗
路
や
部
分
の
電
子
工
学
的
説
明
の
両
者
を
省
略
す

る
こ
と
が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
同

様
常
識
に
待
つ
べ
き
だ
と
著
者
は
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
常

識
に
対
す
る
心
理
学
の
立
場
か
ら
の
薪
し
い
見
解
や
整
理
の
仕
方
を
も
我

我
は
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
有
機
体
の
あ
る
機
能
が
シ
ミ
ュ
レ

…
ト
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
過
程
が
同
じ
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で
あ
る
こ
と
と
が
両
立
す
る
保
障
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
讐
に
過
程
を
問

題
と
す
る
心
理
学
が
生
理
学
的
研
究
に
深
い
関
心
を
寄
せ
る
蒔
、
跨
時
に

電
子
頭
脳
の
内
部
構
造
や
機
能
に
腿
様
の
関
心
を
寄
せ
る
事
が
急
務
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
電
子
工
学
の
発
達
が
、
対
象
が
複

雑
で
あ
る
が
故
に
進
歩
が
徐
々
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
心
理
学
の
理
論
化

や
モ
デ
ル
化
を
逆
に
促
進
す
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
前
に
述
べ
た
二
進
法
に
於
て
語
い
ら
れ
る
数
字
は
「
0
」
と
「
1
」

で
あ
り
、
こ
の
二
進
法
の
数
字
（
瓢
欝
筆
墨
σ
q
5
と
い
う
英
語
を
短
く
し

て
卒
し
く
作
ら
れ
た
ビ
ッ
ト
（
ぴ
ε
と
い
う
雪
遊
で
、
二
進
法
の
数
字
の

数
、
即
ち
桁
数
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
0
と
一
は
、
そ
の
ま
ま
論
理
的

に
は
「
偽
（
賦
♂
o
）
偏
と
「
真
（
法
器
）
」
を
現
わ
し
、
電
気
的
に
は
電
流
の

「
○
舅
写
し
と
「
O
Z
し
を
現
わ
し
、
電
圧
の
「
低
い
」
と
「
高
い
」
を
調
味
づ

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
神
経
に
お
け
る
シ
ナ
プ
ス
⑤
看
㍗

陽
。
）
を
越
え
て
の
神
経
元
、
即
ち
ニ
ュ
ー
ロ
ン
（
ま
霞
。
ロ
）
間
の
伝
達

（叶

¥
簿
謎
晦
陰
険
淀
川
ω
ω
陣
O
質
）
に
は
部
位
的
加
重
（
。
・
℃
舞
一
跳
鐙
三
口
註
。
質
）
と
時
間
的

加
重
（
蓉
日
や
。
煙
銭
。
。
¢
羅
臼
段
δ
謬
）
が
生
じ
る
か
ら
問
題
は
別
と
し
て
、
神

経
細
胞
（
質
φ
鳴
く
O
　
O
O
罵
）
及
び
評
議
（
奨
9
ρ
）
の
伝
導
（
8
巳
琴
§
容
①
）
に

お
け
る
悉
無
律
（
鋤
一
一
5
0
増
－
昌
O
質
Φ
　
一
瓢
≦
）
と
も
二
進
法
は
う
ま
く
対
応
す
る

の
で
あ
る
。
又
、
0
か
ら
9
迄
の
十
進
法
の
数
字
十
飼
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
ニ
十
一
文
字
の
合
計
三
十
六
の
情
報
（
貯
｛
o
搬
ヨ
餌
臨
。
呂
の
処
理
が
簸
低

必
要
で
あ
る
所
か
ら
、
二
進
法
で
動
く
電
子
計
算
機
の
入
力
（
ぎ
や
裳
）
用

の
テ
…
プ
は
六
列
（
即
ち
六
ビ
ッ
ト
）
以
上
の
穴
を
開
け
得
る
様
に
な
っ

て
い
て
、
2
6
個
、
即
六
十
四
個
の
情
報
を
処
理
し
得
る
。
こ
の
穿
孔
さ
れ

た
テ
ー
プ
（
唱
§
。
ぎ
伽
挫
琶
①
）
を
光
電
式
テ
ー
プ
読
取
器
（
℃
げ
O
ε
O
冨
O
霞
一
〇

露

評

件
昌
。
履
窪
〔
剛
露
）
に
が
け
れ
ば
、
各
列
で
一
を
示
す
穿
孔
部
分
の
通
過
し
た

光
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
○
窯
に
、
無
穿
孔
部
は
○
星
屑
に
変
わ
り
、
か
く

て
ビ
ッ
ト
に
変
換
さ
れ
た
情
報
が
電
子
計
算
機
の
中
に
入
っ
て
行
く
。

　
次
に
、
こ
う
し
て
本
体
中
に
入
っ
た
ビ
ッ
ト
は
次
の
三
つ
の
回
路
に
よ

り
処
理
さ
れ
る
。
即
ち
、
》
2
U
回
路
、
○
閃
回
路
及
び
2
0
6
曝
路

で
、
そ
れ
ぞ
れ
論
理
学
で
は
論
理
積
（
6
0
⇔
魚
田
離
O
嘗
○
郎
）
、
論
理
諏
（
〔
蕾
甘
㌣

象
◎
p
）
及
び
否
定
（
⇔
ゆ
α
q
p
ρ
諜
O
昌
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
論
理
的
処
理
を
行
な

う
電
子
回
路
で
あ
り
、
著
者
は
無
二
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
働
き
は

論
理
学
や
プ
ー
ル
代
数
（
ゆ
o
o
ぽ
餌
⇒
跨
薦
φ
ぴ
鑓
）
で
は
、
｝
2
0
を
∩
で
、

○
沁
を
U
で
、
2
0
6
を
～
で
現
わ
す
が
、
今
、
二
値
論
理
学
P
≦
9

〈
鶉
揮
。
瓢
δ
賦
。
）
で
取
り
う
る
二
種
の
結
果
で
あ
る
「
真
」
と
「
偽
弧
を

「
1
し
と
「
O
」
に
置
き
か
え
て
真
理
表
（
一
円
¢
陣
ゲ
8
け
楚
ぴ
一
Φ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の

回
路
に
俘
る
と
、
図
三
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
例
え
ば
○
菊
回
路
を
晃

れ
ば
、
入
力
A
、
B
の
両
者
又
は
一
方
が
0
2
に
な
れ
ば
、
二
極
真
空
間

ユ
　
　
　
　
　
ヨ

D
・
D
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
両
者
又
は
一
方
か
ら
熱
電
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ
ー
ト
に
向
け
て
飛
び
、
従
っ
て
正
電
圧
部
か
ら
電
流
が
流
れ
、
出
力

3
が
0
2
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
R
は
抵
抗
で
あ
り
、
…
暫
は

接
続
、
豊
山
は
⊥
ピ
は
無
接
続
を
示
し
て
い
る
。
・

　
さ
て
、
「
》
2
P
O
汐
窯
○
↓
の
三
種
の
回
路
で
、
我
々
の
計
算
に
は

論
理
的
に
は
十
分
で
あ
る
こ
と
が
今
後
分
か
る
で
あ
ろ
う
」
と
著
者
は
述

べ
て
い
る
が
、
我
々
に
は
簡
単
に
納
得
の
い
く
問
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、

こ
の
点
で
も
著
者
の
説
明
は
不
十
分
で
あ
り
又
不
明
瞭
で
も
あ
る
。
こ
こ

で
参
考
の
為
に
「
X
プ
ラ
ス
Y
」
と
い
う
加
算
を
上
記
蹉
種
の
圃
路
で
行

な
わ
せ
て
い
る
森
縣
繁
一
博
士
の
説
明
の
要
旨
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
今

七
三
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二
進
法
の
一
桁
の
数
字
X
と
Y
の
加
算
を
行
な
う
場
合
を
考
え
る
と
、
答

え
は
最
大
二
桁
と
な
る
。
答
え
の
一
桁
巳
を
S
、
二
桁
目
を
C
で
表
わ
す

と
、
C
は
X
と
Y
の
両
者
が
共
に
一
の
時
の
み
一
で
あ
り
、
従
っ
て
、

　
　
○
潮
×
⊃
く
で
あ
り
、
岡
様
に

　
　
ω
碧
（
×
⊂
磯
）
⊃
｛
～
（
×
⊃
網
）
｝
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
、
論
理
的
に
は
∩
、
U
、
～
で
一
桁
岡
士
の
加
算
が
行
な
い
得
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
電
子
エ
学
的
に
も
例
の
三
種
の
回
路
で
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
が
図
四
よ
り
明
ら

　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

A
　
　
N
　
DOT

○
　
　
　
汽

A
　
N
　
D

X
　
　
Y

半加算機の団路4

か
で
あ
り
、
こ
の
様
な
厨
路
網

を
半
加
算
機
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
半
加
算
機
を
二
つ
使
用
し
、

更
に
○
知
回
路
及
び
遅
延
回
路

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
縮

以
上
の
加
算
が
可
能
な
全
加
算

器
が
出
来
上
が
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
之
0
8
團
路

は
ビ
ッ
ト
を
反
転
し
、
○
ガ
回

路
は
一
方
だ
け
で
話
は
通
じ
、

｝
宏
U
圓
路
は
、
　
一
方
が
O
Z

の
場
合
は
他
方
に
入
っ
た
も
の

と
岡
じ
も
の
が
出
て
行
き
、
逆
に
一
方
が
○
男
男
の
場
合
は
他
方
に
絢
が

入
っ
て
も
痢
も
出
て
行
か
な
い
と
い
う
様
に
ド
ア
の
様
に
利
用
出
来
る
の

で
、
一
般
に
こ
う
し
た
も
の
を
門
（
○
》
6
国
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　
以
上
の
三
種
の
回
路
に
よ
り
、
計
算
機
内
部
で
ビ
ッ
ト
が
処
理
さ
れ
、

書

評

従
っ
て
情
報
が
処
理
さ
れ
な
が
ら
流
れ
移
勤
さ
せ
得
る
こ
と
が
分
っ
た
が
、

も
う
一
つ
計
算
機
で
大
切
な
こ
と
は
、
憂
い
場
合
は
半
永
久
的
に
情
報
を

保
持
・
詑
憶
す
る
た
め
の
貯
蔵
の
仕
方
（
ヨ
Φ
費
。
鎚
。
｛
。
。
齢
。
鍵
伽
Φ
）
で
あ
る
。

Positive　voltage

43

欝㌦tl…
樫

｛
戴
…

X
　
P

Set

1
騨

6uto

Negative　voltage

5　フリップフロップ回路

そ
の
為
に
は
フ
リ
ッ
プ
フ
ロ
ッ

プ
回
路
（
虫
マ
ぬ
◎
℃
O
一
零
瓢
謬
）

と
い
う
も
の
が
使
翔
さ
れ
、
著

者
は
図
5
を
掲
げ
て
い
る
。
フ

リ
ッ
プ
フ
ロ
ッ
プ
は
シ
ー
ソ
ー

の
様
に
一
方
が
上
に
な
れ
ば
他

方
は
必
ず
下
に
な
る
様
な
も
の

で
、
し
か
も
明
確
な
作
動
が
働

か
な
い
隈
り
そ
の
状
態
が
変
髭

し
な
い
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

図
五
は
二
つ
の
入
力
（
ω
魚
及

び
殉
霧
簿
）
と
二
つ
の
出
力

（
○
蟷
6
9
）
を
持
っ
て
い
て
、
例

え
ば
ω
簿
入
力
が
来
れ
ば
一
方
の
。
舞
電
圧
が
正
に
な
り
○
翼
の
状
態

に
な
り
、
他
方
の
◎
無
は
そ
の
後
に
梵
。
。
・
虫
入
力
が
来
な
い
限
り
○
鳴
幣

の
状
態
を
維
持
す
る
。
か
く
て
一
と
0
の
状
態
、
つ
ま
り
ビ
ッ
ト
が
保
持

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
横
道
に
そ
れ
る
が
、
著
者
の
図
五
に
は
2
、

4
等
の
記
号
が
入
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
意
味
に
つ
い
て
は
図
で

も
本
文
で
も
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
本
書
の
図
の
か
な

り
の
部
分
に
見
ら
れ
、
更
に
図
の
誤
り
も
多
少
見
ら
れ
る
こ
と
は
本
書
の

問
題
点
の
一
つ
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

七
五
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こ
う
し
た
フ
リ
ッ
プ
フ
ロ
ッ
プ
を
数
量
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
情
報
を
保
持
す
る
記
録
器
又
は
罐
数
器
（
お
α
q
韓
巽
）
を
作
る
こ

と
が
出
来
る
。
例
え
ば
フ
サ
ッ
プ
フ
ロ
ッ
プ
を
三
つ
使
用
し
て
三
ビ
ッ
ト

の
記
録
器
を
作
り
、
そ
の
出
力
が
上
の
桁
か
ら
「
戸
O
こ
で
あ
っ
た
と
す
る

と
、
こ
れ
は

　
　
戸
×
b
⊃
前
壷
O
×
卜
p
一
十
H
×
b
⊃
o
降
α

で
、
五
と
い
う
数
字
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ

し
て
、
今
も
っ
と
多
く
の
フ
リ
ッ
プ
フ
ロ
ッ
プ
を
持
っ
た
記
録
器
を
考
え
、

あ
る
ビ
ッ
ト
の
配
列
は
「
加
え
よ
」
と
か
「
割
れ
し
と
い
う
命
令
を
意
味

す
る
様
に
す
れ
ば
、
数
値
と
同
様
命
令
（
o
a
霞
」
諺
鍵
琴
瓢
§
）
を
も
保

持
出
来
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
著
者
か
ら
離
れ
て
か
な
り
詳
し
く
電
子
計
算
機
の
初
歩
的
構
造
を

述
べ
た
が
、
そ
れ
が
行
動
科
学
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
で
あ
る
。
更
に
、

記
録
器
か
ら
詑
録
器
へ
の
数
値
及
び
命
令
転
送
（
二
6
三
⇒
）
、
解
読
器
（
氏
？

8
思
詰
）
、
符
号
器
（
8
山
費
）
、
補
数
器
、
番
地
（
び
二
更
◎
⇔
）
及
び
宛
先

（
巴
品
等
。
。
）
、
指
標
（
ぎ
低
。
〆
）
、
ジ
ャ
ン
プ
（
賓
ヨ
℃
）
命
ム
ー
3
、
繰
返
し
計

算
、
サ
ブ
ル
テ
イ
ン
（
Q
摩
郎
ぴ
村
O
点
け
一
郎
O
）
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
一
般
、
流
れ
図

（
鋤
。
≦
6
げ
①
湾
）
、
磁
気
コ
ア
、
磁
気
ド
ラ
ム
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
テ

ー
プ
、
そ
れ
に
出
力
の
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
基
礎
的
説
明
は
必
要
で

あ
り
、
そ
の
理
解
は
我
々
の
行
動
科
学
を
進
歩
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
紙

薗
の
閣
係
で
著
者
同
様
筆
者
も
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。
但
し
、
巨
視
的
に
は
電
子
計
算
機
は
入
力
装
欝
、
人
閤
に
と
っ
て

常
識
的
に
は
頭
の
働
き
に
あ
た
る
舗
御
装
綴
（
8
馨
巨
。
。
違
⑦
ヨ
）
、
ノ
ー

ト
に
あ
た
る
記
憶
装
麗
（
簿
。
量
α
q
o
脇
拳
8
ヨ
）
、
ソ
ロ
バ
ン
に
あ
た
る
演
算

七
六

装
蟹
（
餌
ユ
讐
巨
。
口
。
。
ゆ
蕩
需
ヨ
）
、
出
力
装
鍛
の
五
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

例
え
ば
京
都
大
学
の
電
子
計
算
機
際
U
O
l
H
は
鋼
六
の
様
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、
数
値
も
命
令
も
ま
ず
記
憶
装
概
に
入
り
、
命
令
群
は
ジ

ャ
ン
プ
命
令
が
な
い
限
り
一
つ
ず
つ
順
番
に
制
御
装
籏
に
転
送
さ
れ
、
そ

の
命
令
の
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
数
値
を
記
憶
装
鐙
が
演
算
装
観
に
転
送

し
、
こ
こ
で
前
か
ら
入
っ
て
い
た
も
の
と
の
間
で
加
、
減
、
乗
、
除
の
四

鋼
演
算
、
左
右
の
梅
移
動
、
大
小
等
の
あ
る
種
の
判
断
又
は
決
定
等
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
れ
か
一
つ
の
み
実
行

補助記憶 演舞装置

；　　　　／
P　1　　　／i　　・ ［

制御装讃 朧　　櫓　　幕　暫 ．言己憶装董

　　、A　　　　　　＼
_　　　　　＼、、、　、　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　、

入力装概 出力装置

車作操

電子計算機の原理的購成（実線は情
報の流れを示し，点線は制御信畳を
示す）　　　　　　　　‘

6

は
始
め
て
複
雑
な
計
算
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

し
て
そ
の
結
果
を
記
憶

装
畿
に
転
送
し
て
く
る

か
ら
、
そ
の
結
果
が
必

要
な
場
合
は
出
力
装
機

に
よ
り
数
字
又
は
文
字

で
紙
に
高
速
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
で
打
た
せ
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の

様
に
一
つ
一
つ
は
単
純

な
作
業
を
何
度
も
繰
返

し
高
速
で
行
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
電
子
計
算
機

こ
の
様
に
計
算
の
過
程

を
命
令
語
の
組
合
わ
せ
の
形
で
ま
ず
記
憶
装
農
の
中
に
入
れ
て
し
ま
い
、

あ
と
は
原
則
と
し
て
人
間
の
介
在
な
し
に
結
果
が
出
力
さ
れ
る
の
で
こ
の

こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
蔵
（
ヨ
◎
含
o
O
℃
角
§
象
）
と
呼
び
、
し
か
も
命
令
語
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は
見
か
け
の
上
で
は
数
値
と
全
く
区
劉
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
着
想
は

フ
ォ
ン
・
、
ノ
イ
マ
ン
に
よ
る
も
の
で
、
電
子
計
算
機
の
発
達
に
画
期
的
な

貢
献
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
又
、
各
単
位
を
論
理
的
に
二
分
に
し

て
（
転
貸
甑
覧
舞
ぎ
σ
Q
）
同
一
単
位
同
士
が
庶
子
化
さ
れ
た
と
も
い
う
べ
き
短

時
間
に
同
時
に
故
障
す
る
確
率
は
非
常
に
小
さ
い
こ
と
を
利
用
し
て
、
故

障
の
発
見
及
び
そ
れ
に
耐
え
る
こ
と
を
も
考
案
し
て
い
る
。

　
な
お
、
図
六
の
補
助
記
憶
（
霊
呂
旨
p
。
川
上
。
ヨ
o
q
）
と
い
う
の
は
記
憶

装
羅
の
容
量
を
越
え
る
デ
ー
タ
ー
を
一
時
本
体
か
ら
外
れ
た
磁
気
テ
ー
プ

等
に
記
憶
し
て
お
く
も
の
で
外
部
記
憶
装
麗
と
か
永
久
記
憶
装
鷺
（
o
o
7

鑓
§
Φ
糞
露
㊦
B
o
曙
）
等
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
操
作
卓
（
o
℃
Φ
・

嵩
8
㌦
の
8
霧
2
㊦
）
は
入
間
が
手
動
に
よ
り
電
子
計
算
機
を
剃
御
す
る
部

分
で
、
次
の
様
な
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
各
種
の
記
録
器

（
お
α
q
翼
禽
）
の
内
容
を
ラ
ン
プ
の
配
列
（
鼠
ヨ
℃
p
。
叢
塁
）
に
よ
り
提
示
し
、

停
止
（
｝
甦
け
）
や
ビ
ッ
ト
の
和
が
奇
数
又
は
偶
数
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し

て
故
障
を
発
見
す
る
パ
リ
テ
ィ
。
チ
ェ
ッ
ク
（
℃
錠
ξ
魯
㊦
。
犀
）
等
の
計
算

機
の
状
態
を
ラ
ン
プ
に
よ
り
表
示
し
、
又
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
り
計
算
を
開

始
（
o
り
け
鋤
醇
）
さ
せ
た
り
記
録
器
の
桁
が
は
み
出
る
（
o
〈
Φ
島
。
喬
）
の
を
止

め
た
り
す
る
こ
と
が
鵬
来
る
。

　
こ
の
様
な
構
造
を
持
っ
た
電
子
計
算
機
と
い
・
つ
機
械
に
学
習
　
（
ぽ
霞
亭

汐
σ
q
）
さ
せ
、
思
考
（
浄
ぎ
剛
《
ぎ
α
q
）
さ
せ
る
可
能
性
が
出
来
て
来
た
の
は
サ

イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
決
定
的
な
収
穫
で
あ
る
が
、
著
考
は
こ
こ
で
疑
問

を
投
げ
か
け
「
我
々
は
本
当
に
機
械
は
思
考
す
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
人
問
は
あ
る
意
味
で
は
機
械
に
す
ぎ
な
い
と
は
本
当
で
あ
ろ
う

か
」
と
聞
い
、
こ
れ
ら
は
哲
学
的
、
心
理
学
的
に
興
味
が
あ
る
問
題
で
あ

書

ロ畢

る
と
し
て
い
る
。
そ
の
答
え
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
行
動
主
義

（び

ｳ
げ
勉
く
一
〇
二
一
ω
邑
P
）
に
の
っ
と
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
シ
ア
ン
の
答
え
は
次
の
二
者
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
第
一
は
「
機
械
は
考
え
る
。
人
間
が
思
考
す
る
と
岡
じ
様
に
機

fi的地

①estレ
nation）

受信器

Recei－
ver）

通借路
Chan－
ne王

　解　読

（Deceding）

送蟻差

（Trans－

mitter）

雑音
（Noise）

情報源

（Source）

符号化

（Coding）

通信系のブロック図eq　7

械
に
思
考
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
人

聞
の
機
械
的
な
面
の
み
を
扱
う

限
り
に
減
て
、
第
一
の
答
え
が
、

た
と
い
そ
れ
が
正
し
く
な
く
て

も
、
あ
た
か
も
正
し
い
か
の
様

に
振
舞
う
こ
と
が
鵬
来
る
」
で

あ
り
、
著
者
は
第
二
の
答
え
が

妥
当
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に
情
報
理
論
又
は
通
信

理
論
（
8
ヨ
ヨ
¢
凱
。
9
。
瓢
○
類
爵
孕

。
曙
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
触
れ

て
い
る
。
通
信
系
の
模
型
は
ブ

ロ
ッ
ク
図
（
ぴ
ざ
。
犀
虫
鋤
σ
q
窮
ヨ
）
に
よ
れ
ば
図
七
の
様
に
袈
現
す
る
こ
と
が

嵐
来
る
。
こ
の
様
に
我
々
は
情
報
を
音
声
や
文
字
と
い
う
符
号
に
変
え
て

電
話
や
手
紙
を
利
用
し
て
自
製
地
へ
到
達
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
受
僑
者

は
そ
の
際
特
に
解
読
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
な
い
の
は
我
々
が
幼
少
時

よ
り
そ
の
符
丹
を
学
習
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
外
難
語
や
聴
き
取
り

に
く
い
電
話
は
明
ら
か
に
解
読
作
業
が
必
要
な
こ
と
を
意
識
化
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。
聴
き
取
り
に
く
い
電
話
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
必
要
な
信
号

七
七
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（
こ
。
農
露
銑
）
を
妨
害
す
る
雑
膏
（
づ
。
冨
Φ
）
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と

が
必
要
で
脅
、
従
っ
て
各
々
の
婆
字
姦
っ
鼻
翼
桑
に
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　
次
に
情
報
量
の
定
義
の
閾
題
で
あ
る
が
、
今
同
等
な
可
能
性
を
有
す
る

不
確
定
な
烈
燭
（
n
は
整
数
）
の
事
象
の
内
い
ず
れ
か
一
つ
に
確
定
す
る

場
合
、
得
ら
れ
る
情
報
量
は
n
が
大
き
い
程
大
き
い
、
つ
ま
り
そ
の
一
つ

が
起
こ
る
確
率
蜘
が
小
さ
い
程
情
報
童
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は

情
報
量
の
公
理
で
あ
る
。
さ
て
、
イ
ロ
ハ
四
十
八
文
字
の
み
に
よ
る
電
報

を
考
え
た
場
合
、
一
字
は
（
戯
Q
。
Y
H
鼻
G
o
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
二
字
は
（
鎚
G
。
）
悼

H
卜
⊃
”
ω
O
蒔
の
可
能
性
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
が
、
　
一
方
で
は
二
字
の
電
文
は

一
字
の
電
文
の
二
倍
の
情
報
量
を
運
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
情
報
貴
は
可
能
性
の
個
数
の
対
数
に
比
例
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
そ
の
癒
を
2
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ざ
α
q
癌
薩
H
即
ち
ビ
ッ
ト
を
情
報

蚤
の
単
位
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
　
「
或
る
事
象
が
生
ず
る
確

率
が
P
で
あ
る
と
き
、
こ
の
事
象
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
情
報

蚤
竺
・
・
…
ψ
⊥
慈
ビ
ッ
ー
で
あ
並
と
定
義
す
・
。
更
に
、
猫

の
事
象
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
生
ず
る
確
率
を
一
般
に
B
と
す
る
と
（
但
し
、

ヨ図
瞬
目
8
）
、
　
こ
の
情
報
源
か
ら
生
ず
る
一
事
象
あ
た
り
の
平
均
情
報
堂

…
擁
一（

エ
ン
ト
ロ
ピ
…
〔
2
皆
3
℃
《
〕
）
瓢
は

　
　
　
　
　
き

　
　
頃
碧
i
N
℃
＝
◎
σ
q
㌔
陣

　
　
　
　
　
一
一
1
一

で
表
現
出
来
、
こ
れ
は
個
々
の
情
報
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
発
す
る
源
の

性
質
を
規
定
し
て
い
る
。

　
更
に
独
立
試
行
で
は
な
く
、
長
さ
m
億
の
事
象
の
系
列
（
国
ご
国
ご
…
噂

七
八

ρ
亀
が
起
こ
り
、
そ
の
次
に
事
象
国
岳
よ
が
生
ず
る
条
件
確
率
（
8
匿
三
－

O
昌
翫
鷲
○
げ
鈴
ぴ
勝
率
）
勺
｛
国
昌
日
＋
二
（
閃
ご
国
撃
・
：
”
膨
彗
）
｝
が
R
個
甫
の
事
象

の
系
列
（
国
葺
輩
掌
じ
国
簿
－
卑
響
…
》
国
諺
）
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
る
時
、
こ

の
確
率
過
程
（
。
ゆ
8
6
げ
器
財
。
箕
o
o
の
霧
）
を
n
重
マ
ル
コ
フ
過
程
（
ζ
錠
犀
○
く

鷲
O
o
o
ω
。
。
o
｛
O
a
自
昌
）
又
は
n
璽
マ
ル
コ
フ
の
鎖
（
鎮
O
同
院
O
＜
　
O
｝
ρ
餌
一
P
）

と
呼
ぶ
。
又
上
記
の
条
件
確
率
は
、
あ
る
状
態
か
ら
あ
る
状
態
へ
の
遷
移

に
際
し
て
事
象
国
導
入
が
生
ず
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
遷
移
確
率
（
窪
鶯
挙

巳。

ﾗ
。
嵩
巴
箕
。
ぴ
⇔
び
罠
曙
）
と
も
呼
ぶ
。
マ
ル
コ
フ
の
過
穆
は
ブ
ラ
ウ
ン

運
動
や
酔
歩
（
轟
p
匙
。
諺
慈
口
節
）
の
問
題
と
し
て
古
く
か
ら
取
り
あ
げ
ら

れ
た
が
、
極
端
な
零
重
マ
ル
コ
フ
過
程
（
即
ち
独
立
事
象
）
を
除
い
て
最

も
簡
単
な
単
一
国
は
単
純
マ
ル
コ
フ
過
程
（
。
。
匿
覚
Φ
ζ
鋤
藁
。
〈
鷺
0
8
。
。
・
・
）

を
例
に
、
遷
移
確
率
や
こ
の
ご
つ
の
表
現
方
法
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
一

つ
は
野
爪
の
様
な
遷
移
確
率
行
列
（
窪
⇔
湊
蕊
O
講
巴
鷲
○
び
鋼
瓢
｝
寒
心
ヨ
簿
凱
握
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
事
象
…
数
n
行
事
回
数
n
列
の
正
方
行
列
で
、
各
行
の
元

E，

〕0
・
一
3

⊥
2
　
－
T

⊥
2

0

り0G1

島

P＝

］8　単純マルコフ過程における三

　　事象間の遷移確率行列

　　　ユ
　　　2

○
　　　　

躍9
図8の
シャノ

ン線函
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素
の
和
は
一
で
あ
り
、
旦
つ
あ
ら
ゆ
る
元
素
は
負
で
は
な
い
。
他
方
シ
ャ

ノ
ン
（
ω
ゲ
導
p
◎
⇔
）
は
こ
れ
を
図
示
す
る
方
法
を
考
え
、
図
九
の
様
な
も

の
を
シ
ャ
ノ
ン
線
図
と
い
う
。

　
以
上
の
通
り
著
者
か
ら
離
れ
て
情
報
理
論
の
基
礎
的
説
明
を
記
し
た
が
、

こ
れ
を
か
な
り
省
略
し
て
い
る
の
も
本
書
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
握
し
、
著

者
は
行
動
科
学
に
お
け
る
条
件
確
率
の
重
要
性
を
力
説
し
、
単
純
マ
ル
コ

フ
過
程
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
有
限
個
の
R
重
マ
ル
コ
フ
過
程
の
重
要
性

を
説
き
、
そ
れ
の
統
動
的
同
質
性
、
即
ち
エ
ル
ゴ
ー
ド
過
程
（
角
σ
Q
o
象
。

頸
o
o
o
霧
）
等
に
迄
雷
及
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
そ
の
あ
と
、

自
動
鰯
御
を
表
現
す
る
非
線
型
微
分
方
程
式
（
回
6
亭
｝
ぎ
。
二
曹
漆
①
話
ロ
峠
下
鉱

①
ρ
葺
け
δ
肖
）
、
文
章
構
成
法
（
。
。
団
艮
王
妃
）
、
意
味
論
（
ω
①
ヨ
p
簿
｝
。
ω
）
等
に
簡

単
に
触
れ
た
後
、
次
の
結
び
で
本
章
を
終
わ
っ
て
い
る
。
　
「
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ッ
ク
ス
は
通
信
の
技
術
的
問
題
に
麗
係
す
る
人
々
を
、
言
為
を
明
確
に

す
る
こ
と
に
よ
り
助
け
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
生
理
学
者
や
心
理

学
者
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
長
い
間
神
経
生
理
学
者
は
反
射
弓

（
困
⑦
臨
Φ
区
　
鋤
増
O
）
の
概
念
に
よ
り
導
か
れ
て
来
た
が
、
現
在
で
は
ホ
属
望
ス

タ
シ
ス
（
ン
。
津
Φ
o
ω
欝
臨
ω
）
型
の
．
制
御
組
織
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
変
化
し
つ
つ

あ
る
（
こ
れ
は
プ
リ
ブ
ラ
ム
〔
℃
甑
ぴ
錘
ヨ
〕
の
縛
0
8
国
等
を
指
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
）
。
こ
の
発
展
は
生
物
学
的
理
解
を
広
げ
る
の
み
な
ら
ず
、

数
学
の
応
用
と
記
述
の
正
確
さ
の
増
大
を
も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
」
。

等
瓢
一
章
　
哲
学
、
方
法
論
及
び
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

　
前
章
は
そ
れ
以
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
か
な
り
詳
し
く

紹
介
し
た
の
で
、
今
後
は
重
複
を
避
け
も
う
少
し
簡
単
に
す
る
。
こ
の
牽

謡セ
El

評

は
哲
学
の
問
題
と
論
理
学
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
が
、
第
一
に
哲
学
的

科
学
と
記
述
的
科
学
と
の
区
別
は
程
度
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
哲
学
的
な
い

し
は
書
語
的
分
析
（
謬
α
窺
駐
膏
§
巴
琶
。
・
）
は
科
学
的
過
程
の
予
備
的
な

も
の
と
見
な
し
う
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
心
理
学
者
は
書
語
と
そ
の

使
用
法
に
も
っ
と
熟
達
（
。
・
o
℃
窯
巴
。
簿
。
儀
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
需
語

的
困
難
性
を
よ
り
ょ
く
認
知
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
哲
学
者
の
書
い
た
暫

学
上
の
問
題
の
概
要
を
心
理
学
者
が
読
む
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
例
え

ば
い
か
な
る
理
論
も
飛
語
も
、
他
の
次
元
の
理
論
や
語
語
で
表
現
出
来
る

と
い
う
高
等
（
ご
次
的
）
理
論
（
ヨ
⑦
紳
⇔
み
げ
O
O
曙
）
や
高
等
論
理
怨
語
、
即

ち
メ
タ
　
言
語
（
語
。
画
嚢
嘗
α
q
舞
α
q
①
）
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
山

は
高
い
」
の
「
山
」
は
山
そ
の
も
の
自
体
に
対
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
対

象
書
語
（
o
蕊
o
o
巳
磐
σ
q
奏
σ
q
Φ
）
で
あ
る
が
、
「
山
は
名
詞
で
あ
る
」
の
「
山
」

は
山
と
い
う
日
本
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
メ
タ
言
語
で
あ
る
。

又
心
理
学
の
理
論
形
成
の
過
程
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
て
、
第
一
に

観
察
に
よ
る
資
料
の
収
集
、
第
二
に
帰
納
的
鼠
壁
（
汐
含
。
牙
ω
σ
q
魯
¢
欝
憎

誌
p
・
瓢
。
鐙
）
、
第
三
に
演
繹
的
推
理
（
縣
①
低
¢
O
早
く
O
　
陣
】
P
｛
①
層
O
】
P
O
O
ω
）
で
、
簸
初

は
仮
説
（
ξ
℃
○
讐
奮
邑
で
あ
る
が
強
く
確
証
さ
れ
る
と
法
則
（
冨
譲
）
と

な
る
と
整
理
し
て
い
る
。

　
次
に
論
理
学
の
紹
介
と
そ
の
意
義
を
説
き
、
結
論
的
に
は
、
　
「
論
理
計

算
（
δ
α
Q
爵
号
。
鉱
。
缶
陣
）
は
科
学
的
理
論
の
記
述
屋
的
の
た
め
に
明
確
な
解

釈
（
隻
葛
畠
ぎ
§
箕
。
§
M
O
鋤
）
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
そ
れ

は
モ
デ
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
金
物
）
で
再
生
出
来
る
こ

と
、
及
び
そ
の
操
作
と
解
釈
と
は
科
挙
理
論
の
様
に
人
聞
行
動
の
最
も
複

雑
で
微
妙
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
心
理
学
的
興
味
が
か
な
り
あ
る
」
と

七
九
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述
べ
て
い
る
。
ま
ず
客
観
的
事
象
に
つ
い
て
情
報
を
与
え
る
表
現
で
あ
る

と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
叙
述
文
を
命
題
（
鷲
8
8
㌶
o
づ
）
又
は
表
述
（
稔
簿
甲

導
○
巣
）
と
い
い
、
こ
れ
を
分
解
し
て
述
語
（
鷺
巴
冨
冨
）
と
名
辞
（
δ
山
導
）

と
し
、
命
題
の
論
理
学
的
関
係
を
研
究
す
る
も
の
が
命
題
計
算
（
鷲
。
℃
o
－

も・

`
o
p
巴
。
巴
。
乱
雲
）
で
あ
り
、
述
語
に
間
す
る
論
理
学
が
述
語
計
算

（
只
巴
卿
。
器
琶
巳
⊆
。
。
）
又
は
函
数
計
算
（
含
蓉
け
δ
β
巴
6
巴
。
質
貯
。
・
）
で
あ

る
。
命
題
計
算
は
接
続
詞
、
即
ち
連
辞
（
6
0
ゆ
湿
①
O
叶
O
円
）
を
中
心
に
公
式
化

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ー
チ
（
O
ぴ
震
0
7
）
に
よ
る
公
式
衷
示
法
（
剛
。
学

簿
包
⇔
甑
。
旨
）
　
P
に
よ
り
、
原
始
記
憶
e
ユ
諺
蕊
く
。
。
。
慰
δ
げ
。
『
）
、
公
式
規

則
（
｛
O
巴
ヨ
¢
一
Q
け
一
〇
質
　
『
に
一
㊦
）
、
推
理
規
則
（
村
巳
φ
ω
9
8
｛
醇
窪
8
）
、
公
理

（
蝉
訟
。
ヨ
ω
）
、
定
理
倉
汐
①
o
才
筆
）
、
恒
翼
式
（
鍔
¢
ぢ
δ
σ
Q
団
）
等
に
触
れ
て
い

る
が
、
記
述
が
簡
単
で
あ
る
上
に
再
考
に
予
備
知
識
が
な
い
た
め
か
な

り
難
解
な
部
分
が
あ
り
、
本
婁
の
外
に
論
理
学
一
般
の
学
習
の
必
要
性
が

痛
感
さ
れ
る
。
詑
号
は
∩
、
　
U
、
　
～
の
外
に
、
　
内
含
又
は
含
意
「
C
」

（一

r
O
一
¢
o
◎
一
〇
φ
）
、
推
理
門
↓
」
（
ぽ
づ
喜
＄
諜
。
づ
）
、
同
一
又
は
同
値
「
篇
」
（
導

8
鼠
く
爵
号
8
戦
包
蝕
魯
）
、
括
弧
「
O
」
（
ぴ
生
経
良
ω
）
、
瓦
窯
「
臨
」
（
（
ぴ
叶
）

等
が
託
し
く
出
現
す
る
が
、
著
考
が
論
理
積
を
「
㈱
」
で
示
し
て
い
る
の

は
括
点
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
、
論
理
和
も
「
ひ
」
を
使
っ
て
い
る
の
は
い
ず

れ
も
∩
と
U
に
統
一
し
た
方
が
工
学
的
発
展
を
行
な
う
場
合
に
は
よ
り
明

断
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
使
っ
て
三
段
論
油
（
。
・
凱
｝
o
弦
。
。
ヨ
）
を

嚢
現
す
る
と

　
　
〔
》
∩
ゆ
〕
⊃
〔
ゆ
∩
O
〕
↓
諺
∩
O
　
と
な
る
。

ま
た
対
象
を
個
体
（
ぎ
黛
く
岡
含
』
）
と
ク
ラ
ス
（
o
郵
駅
）
に
分
け
た
場
合
、

凡
て
の
ク
ラ
ス
が
命
題
又
は
文
章
の
型
に
さ
れ
た
の
が
ブ
…
ル
代
数
で
あ

八
○

る
。　

一
方
、
函
数
計
算
に
関
し
て
は
一
次
の
函
数
計
算
P
に
於
て
、
　
「
凡
て

の
の
に
対
し
て
匁
（
亀
）
で
あ
る
」
と
か
「
饗
（
δ
の
様
な
欝
が
少
な
く
と

も
一
つ
存
在
す
る
し
の
様
に
述
語
の
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
が
畠
来
る
が
、

前
者
の
「
凡
て
の
ぼ
に
…
」
は
全
称
限
蚤
調
（
q
巴
く
興
ω
巴
ρ
富
突
臨
。
同
）

と
呼
び
（
娩
）
又
は
（
ぐ
鷺
）
で
僻
し
、
後
者
の
「
あ
る
ぼ
に
…
」
は
存
在

限
量
詞
（
閃
圏
馨
爵
号
ρ
二
§
実
費
）
と
呼
び
（
国
亀
又
は
（
繍
亀
）
で
詑
し

て
い
る
。
従
っ
て
上
記
の
二
つ
の
文
章
は
各
々
、
べ
§
覆
（
琶
）
、
．
と
、
、
（
粥
詮
）

肇
（
↓
、
、
等
と
表
現
繊
来
る
。
更
に
真
理
表
、
二
値
論
理
学
、
多
値
論
理

学
（
ヨ
§
無
く
既
琴
伍
一
。
σ
Q
菖
、
様
相
論
理
学
（
ヨ
。
審
＝
o
α
Q
圃
。
）
等
を
紹
介

し
た
後
、
　
「
心
理
学
者
の
理
論
は
一
毅
に
不
正
確
で
散
漫
と
い
う
愚
昧
に

お
い
て
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
方
法
論
者
や
論
理
学
者
の

言
語
的
熟
達
が
心
理
学
者
に
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
ス
は
応
用
論
理
学
の
一
つ
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
し
と
し
て
紙
で
出

来
た
機
械
（
場
需
巴
二
戸
。
｝
首
①
）
で
あ
る
チ
ュ
…
リ
ン
グ
の
機
械
（
6
焉
ぼ
α
q

ヨ
ヨ
霧
｝
り
ぎ
①
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
著
者
は
「
我
々
に
時
間
と
金
が
あ
り
、

そ
の
書
き
方
が
決
定
手
続
（
（
8
。
鼓
§
箕
o
o
⑦
窪
窪
Φ
）
で
あ
る
限
り
、
設
計

図
の
型
に
な
っ
た
い
か
な
る
機
械
も
金
物
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し

計
り
知
れ
な
い
程
複
雑
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
理
論
の
妥
当
性
検

討
に
紙
機
械
が
使
期
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
チ
ュ
…
リ
ン
グ
肩
身
も
「
凡
て

の
機
械
は
自
分
の
機
械
に
還
元
出
来
る
」
と
考
え
、
万
能
チ
ュ
ー
リ
ン
グ

機
械
（
q
鼠
く
臼
ω
巴
8
ξ
ぎ
α
q
ソ
裁
。
密
器
y
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
一
つ
の
記

号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
正
方
形
（
も
。
ρ
仁
⇔
吋
⑳
）
を
連
ね
た
テ
ー
プ
、
そ
れ
を

一
つ
ず
つ
走
査
す
る
走
査
器
（
も
陰
O
缶
雛
嵩
O
壇
）
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
教

、
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一
不
（
同
昌
の
け
場
雌
O
¢
O
冨
）
に
従
い
走
沓
心
し
た
正
方
形
を
抹
消
し
た
り
、
テ
…
プ
を

左
か
右
か
停
止
か
の
い
ず
れ
を
取
る
か
等
を
決
め
る
制
御
器
（
8
三
吋
露
）

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
教
示
は
一
般
に

　
　
£
禦
ω
障
£

と
い
う
四
つ
の
記
号
の
セ
ッ
ト
（
ρ
轟
母
巷
♂
）
で
定
義
出
来
る
が
、
こ
こ

で
．
9
1
は
「
機
械
の
現
在
の
状
態
」
、
錺
は
「
走
査
さ
れ
た
記
号
」
、
駄
は
「
機

械
の
次
の
勤
作
」
、
嘩
は
「
機
械
の
次
の
状
態
偏
を
指
し
、
例
え
ば
9
Q
り
障

↑
ρ
恥
は
、
賑
で
亀
を
走
査
し
、
次
に
左
へ
一
正
方
形
回
分
だ
け
テ
ー
プ
を

動
か
し
、
娠
に
入
る
を
意
味
し
て
い
る
。
又
十
進
数
（
へ
｛
O
O
剛
5
P
”
一
　
昌
離
呂
P
び
①
脱
）

は
「
1
」
の
集
合
で
表
現
す
る
。
こ
の
様
に
チ
ュ
…
リ
ン
グ
の
機
械
そ
の

も
の
は
非
常
に
時
間
の
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
我
々
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
機
械
は
原
則
と
し
て
（
ぎ
箕
ぢ
。
凶
鷲
Φ
）
何
を
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
で
あ
っ
て
、
最
近
の
ダ
イ
オ
ー
ド
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
集
積
園
路
等

の
発
明
に
よ
る
電
子
工
学
の
発
達
は
時
間
の
問
題
を
次
々
と
解
決
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
す
る
に
つ
れ
、
問
題
は
時
閲
や
金
銭
で
は
な
く
論
理
で
あ

る
と
し
た
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
偉
大
さ
が
再
認
識
さ
れ
る
。

第
四
章
　
有
限
自
動
機
械
類

　
本
章
は
第
五
章
と
か
な
り
璽
複
す
る
が
、
前
半
は
有
限
自
動
機
械
作
製

の
た
め
の
墓
礎
を
述
べ
、
後
半
は
実
際
の
ハ
…
ド
ウ
ェ
ア
に
よ
る
モ
デ

ル
を
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ッ
ヵ
ロ
と
ピ
ッ
ツ
（
鼠
o
O
巳
δ
o
げ
知
℃
蓬
9

6
亟
ω
）
や
ク
リ
ー
ン
（
屋
Φ
窪
ρ
お
鰹
）
の
努
力
に
よ
り
神
経
の
活
動
を

論
理
的
に
表
現
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。
彼
等
は
神
経
の
活
動
を
理
想

化
（
｝
恥
㊦
簿
鍔
麟
簿
仲
凹
O
昌
）
す
る
こ
と
に
よ
リ
ア
プ
ロ
…
チ
を
進
め
、
例
え
ば
有

審

評

機
体
の
神
経
元
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
論
理
的
に
次
の
様
な
原
理
に
従

い
○
印
で
現
わ
せ
る
人
工
的
な
要
素
（
Φ
ぽ
旨
Φ
簿
）
を
考
案
し
た
。
そ
れ

は
、
入
力
と
出
力
の
二
つ
の
繊
維
を
持
つ
こ
と
、
不
応
期
（
話
隔
話
2
0
蔓

℃
渉
9
。
ω
o
）
及
び
発
火
（
貯
岡
お
）
時
聞
は
各
々
局
じ
乱
吟
で
あ
る
こ
と
、
閾

値
（
け
町
。
。
。
げ
◎
冠
）
ぴ
を
有
し
そ
の
値
は
○
の
中
へ
記
入
す
る
こ
と
、
入
力

に
は
↓
印
で
現
わ
せ
る
興
奮
繊
維
（
o
拷
簿
簿
。
蔓
津
蟹
）
e
と
↓
印
で
表

わ
せ
る
制
止
繊
維
（
駐
7
鹸
搾
。
蔓
艶
ぴ
臼
）
三
の
二
種
が
あ
る
こ
と
等
を
仮

A一一ZiE一C
C　

Z
2

三要素（x，y，　z）闘の神

経網の例

B　
　
　
1
0

　
　
　
図

齢
し
、
ス
イ
ッ
チ
回
路
や
論
理

式
に
関
野
出
来
る
様
に
し
た
。

そ
し
て
各
要
素
の
発
火
の
条
件

は
。
財
一
÷
ゲ
で
あ
り
、
時
間
の

家
後
関
係
を
強
調
す
る
際
に
は
、

（叶

宴
ﾊ
）
時
か
ら
t
時
に
進
む
と

い
う
様
に
時
間
に
関
す
る
添
字

（
。
。
鎧
融
×
）
を
つ
け
る
。
今
三
要

素
（
即
ち
三
つ
の
神
経
元
）
X
、

y
、
z
が
図
十
の
妙
な
開
孫
に

あ
る
と
す
る
と
、
z
の
出
力
C
は

　
　
O
け
蹴
諺
7
一
⊃
ご
d
e
↓

で
表
現
出
来
る
。
こ
こ
で
＝
…
は
必
要
十
分
条
件
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
弱

な
神
経
網
（
コ
⑦
¢
腫
鋤
囲
切
⑦
叶
）
に
於
け
る
論
理
性
の
表
現
法
を
も
っ
と
巨
視

的
な
全
体
的
行
動
（
b
P
O
一
9
騰
　
ぴ
⑦
ぴ
⇔
〈
一
〇
喉
）
に
応
用
し
、
例
え
ば
条
件
反
射

（
O
O
づ
瓢
融
け
一
〇
昌
O
へ
【
　
N
Φ
ゆ
Φ
醤
）
の
本
質
で
あ
る
連
合
（
舜
。
。
。
ω
o
o
禦
ざ
雛
）
又
は
サ
イ

ン
の
姿
を
著
者
が
論
理
網
（
δ
臨
量
濤
け
）
に
し
て
み
た
の
が
図
十
一
で

八
一
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図11　連倉を示す論理網

に
な
る
。
し
か
し
一
回
の
○
囲
に
よ
り
消
玄

う
の
は
大
き
な
欠
点
で
あ
る
が
、
著
考
は
第
五
輩
で
消
宏
を
防
ぐ
方
法

を
工
夫
し
て
い
る
。
な
お
、
著
者
が
こ
の
様
な
論
理
網
を
ト
ー
ル
マ
ン

（
6
0
芽
碧
）
流
の
信
念
（
切
。
ぽ
協
）
又
は
b
d
寒
露
≦
○
甚
と
呼
ん
で
い
る

の
は
、
論
旨
を
ス
マ
ー
ト
に
し
ょ
う
と
す
る
著
者
に
し
て
は
奇
異
な
感
じ

の
用
語
で
あ
る
。
一
般
に
著
者
の
露
営
や
文
章
に
は
こ
の
様
な
ヨ
…
ロ
ッ

パ
的
な
古
さ
が
感
ぜ
ら
れ
て
、
そ
れ
が
本
書
の
内
容
を
広
く
深
く
執
着
性

の
強
い
も
の
に
し
て
い
る
一
方
、
文
章
が
極
め
て
難
解
で
あ
り
そ
の
結
果

読
者
に
は
不
明
断
な
部
分
が
か
な
り
多
く
畠
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
様
に
思

わ
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
次
に
、
あ
る
自
動
機
械
に
k
個
の
饗
素
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
P
を
含

あ
る
。
即
ち
、
条
件
薦
激
（
○
ω
）

は
A
に
入
力
し
、
無
条
件
刺
激

（
q
O
Q
Q
）
は
B
に
入
力
す
る
と

し
、
無
条
件
反
射
（
¢
○
菊
）
は

G
よ
り
出
力
す
る
と
考
え
る
と
、

今
O
ω
と
¢
O
ω
の
同
時
生
起

に
よ
り
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
る
環
状
要
素
（
ざ
。
℃
働
の
ヨ
ー

①
導
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
£
は
発

火
を
保
持
す
る
様
に
な
る
。
そ

の
後
に
O
ω
の
み
が
生
じ
て
も

G
は
出
力
し
、
従
っ
て
条
件
反

射
（
○
因
）
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

　
　
（
①
×
⇔
切
O
¢
○
口
）
し
て
し
ま

八
こ

態

0

1

一一一一一
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篤
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図12　入力行列

ラ
ー
（
o
叢
。
同
）
の
役
割
に
つ
い
て
も
研
究
し
、

欝
粍
三
巴
ω
膏
3
げ
O
陣
）
が
借
頼
の
出
来
な
い
要
素
（
鎧
溺
同
O
一
陣
⇔
げ
一
Φ
　
①
一
6
ヨ
⑦
　
ρ
紳
）

に
よ
っ
て
如
何
に
構
成
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
い
の
下
に
確
事
論
理
学

（
勺
H
◎
周
）
鋤
ぴ
識
。
。
賦
。
ざ
σ
q
♂
）
を
中
心
に
エ
ラ
ー
の
制
御
（
o
o
跡
㌶
9
0
幽
。
鐸
○
搬
）

と
い
う
重
要
な
課
題
を
解
決
し
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
の
考
案
し
た
ソ
フ
ト

ウ
エ
ァ
ー
の
要
素
の
ω
冨
跨
霞
。
・
霞
。
渥
P
竃
a
o
活
画
O
茜
舞
v
冨
ρ
㌶
裳
①

財
瓢
。
霞
搾
犀
は
い
ず
れ
も
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
満
ち
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
…
と
し
て
ウ
ォ
ル
タ
ー
（
≦
鋒
Φ
び
ド
8
し
。
）
の

電
気
に
よ
り
動
く
題
（
夢
①
ε
窓
。
誹
。
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
考
え
る
模

型
（
鍵
霧
ぼ
旨
9
ω
唱
o
o
巳
餌
薬
貯
）
、
　
ア
シ
ュ
ビ
ー
（
》
。
・
げ
び
ざ
お
ぶ
○
。
）
の
超

安
定
（
鐵
鍵
錺
欝
び
篤
¢
）
の
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
た
ホ
メ
オ
ス
タ
…
ト

（
瓢
。
ヨ
o
o
舞
象
）
、
シ
ャ
ノ
ン
（
回
り
黛
）
の
迷
路
走
行
器
（
蜜
霧
¢
図
¢
湿
婆
興
）

等
を
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
ウ
ォ
ル
タ
ー
の
考
え
る
模
型
で
は
、
受
容

器
（
正
命
6
0
℃
け
O
H
）
に
は
光
電
管
（
℃
｝
6
8
㊦
8
。
巳
0
8
｝
一
）
や
殻
（
・
・
7
亀
）
に

め
て
過
去
r
個
の
時
聞
に
作
動
し
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
全
活
動
を
図
十
二

の
様
に
騨
×
吋
の
入
力
行
列
（
汐
や
欝

ヨ
ロ
窪
騨
）
で
一
と
0
に
よ
り
表
現
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
カ
ル
バ
…

ス
ト
ン
（
O
巳
ぴ
㊦
簗
8
》
回
霧
O
）
は
不

経
済
な
ロ
ボ
ッ
ト
（
信
β
6
0
0
昌
。
簿
ざ
註

目
O
び
O
誘
）
の
特
性
の
研
…
究
を
行
な
い
、

フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
（
H
⑩
総
）
は
論

理
学
や
有
限
自
動
機
械
に
於
け
る
エ

　
　
　
　
「
決
定
的
ロ
ボ
ッ
ト
（
亀
孚
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つ
い
た
断
続
ス
イ
ッ
チ
（
冠
ぎ
σ
q
ら
昌
昏
の
け
…
6
犀
剛
B
帥
紳
。
。
鼠
8
ゲ
）
を
使
用
し
、

中
枢
神
経
に
は
増
幅
器
（
節
ヨ
唱
ま
甦
）
を
あ
て
、
効
果
器
（
φ
廟
Φ
0
8
冠
）
は

単
一
駆
動
車
（
。
・
貯
α
q
8
坤
。
導
騨
陣
く
ぎ
σ
q
≦
げ
⑦
鮎
）
及
び
操
舵
モ
ー
タ
ー

（
珍
Φ
Φ
巴
ぎ
σ
q
ヨ
。
ε
同
）
を
使
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
障
害
物
を
避
け
て
動

く
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
著
者
は
、
以
上
の
研
究
者
達
が
金
物
に
よ
り

具
体
的
に
有
機
体
の
模
型
を
作
る
努
力
を
し
た
の
に
対
し
て
、

（
O
鴬
ざ
ざ
H
Φ
q
餅
H
り
笛
O
）
の
分
類
系
（
o
端
白
。
。
。
臨
口
脇
。
。
団
翼
⑦
ヨ
）

罵

　　　　ABCD
　　　．一一V．LOML．5

　　　BCA
ABD　BC！

xゾ

D鴬（醗

　
刑

13　アbり一の金物による
　　分類系のモデル

ア
ト
リ
…

の
モ
デ
ル

（
図
十
三
）

は
有
機
体

が
い
か
に

行
動
す
る

ぴ
　
　
　
　
　
ヘ

カ
と
v
》
つ

原
理
を
扱

っ
て
い
る

点
で
興
味

深
い
と
し

て
い
る
。
ア
ト
リ
…
は
四
つ
の
入
力
A
、
B
、
C
、
D
が
あ
る
と
き
、
こ
れ

を
凡
て
の
可
能
な
結
合
（
諺
U
・
｝
切
・
諺
ρ
ゆ
ρ
U
じ
ご
・
O
ρ
》
じ
d
U
・
じ
ご
O
｝

bd

n
P
O
ゆ
ρ
》
し
d
O
O
）
に
分
類
す
る
モ
デ
ル
を
考
え
、
後
に
は
条
件
確

率
の
概
念
を
も
折
り
込
ん
だ
。
著
者
は
「
感
覚
は
分
類
系
の
働
き
で
あ

る
」
と
い
う
ヘ
イ
ク
（
韻
畠
。
周
ψ
8
Φ
紹
）
の
考
え
方
を
強
く
支
持
し
て
い

る
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
し
た
ア
｝
り
一
の
分
類
系
の
金
物
に
影

響
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
図
十
三
で
ン

は
ス
イ
ッ
チ
、
…
㎜
…
一
は
ア
ー
ス
、
⑭
は
出
力
ジ
ャ
ッ
ク
を
示
し
て
い
る
と
思

認

わ
れ
る
。

第
五
章
　
論
　
理
　
網

　
本
輩
で
は
著
者
は
第
四
章
で
明
ら
か
と
な
っ
た
論
理
網
が
、
知
覚

（
℃
2
8
嵐
。
⇒
）
、
条
件
づ
け
（
8
巳
搾
同
8
ぎ
α
Q
）
、
動
機
づ
け
（
ヨ
。
叶
ぞ
讐
。
昌
）
、

強
化
（
巴
①
一
】
P
｛
O
巴
O
Φ
駈
P
Φ
誹
叶
）
、
記
憶
（
ヨ
ω
ヨ
O
曙
）
、
感
椿
…
（
Φ
導
O
賦
O
φ
）
等
の

心
理
学
上
の
理
論
の
予
書
套
を
高
め
、
そ
の
改
訂
を
容
易
に
す
る
効
果
的

方
法
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
を
自
ら
試
み
多
く
の
例
を
上
げ

て
い
る
。
但
し
こ
の
際
は
行
動
を
マ
ッ
カ
ロ
と
ピ
ッ
ツ
の
様
に
神
経
元
の

活
動
と
い
う
様
な
分
子
行
動
（
ヨ
。
δ
o
巳
錠
ぴ
φ
冨
鼠
。
同
）
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
で
は
な
く
、
当
分
全
体
的
行
動
の
段
階
（
歴
P
O
一
騨
巴
　
一
Φ
〈
O
｝
）
で
の

み
適
用
し
て
い
る
。

　
ま
ず
図
十
一
の
連
合
の
論
理
網
は
一
度
の
O
閑
で
消
去
し
て
し
ま
う
と

い
う
欠
点
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
克
澱
す
る
た
め
に
著
者
が
考
案
し

た
新
し
い
論
理
網
が
図
十
四
で
あ
り
、
著
巻
の
表
現
に
よ
れ
ば
こ
れ
も

ゆ
出
簿
≦
o
葺
で
あ
る
。
但
し
図
の
点
線
以
下
は
こ
れ
を
動
機
づ
け
に
も

結
合
し
て
い
る
の
で
し
ば
ら
く
除
外
し
て
考
え
て
み
る
。
こ
こ
で
は
図
十

一
に
比
し
て
環
状
要
素
C
が
増
大
し
、
し
か
も
旛
互
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
作
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
今
a
を
○
ω
”
b
を
α
O
ρ
レ

を
G
O
菊
と
し
、
（
節
ぴ
）
、
を
一
種
の
出
力
と
す
れ
ば
、

　
　
（
⇔
び
）
、
歴
（
鋤
7
一
⊃
ぴ
7
一
⊃
o
一
㏄
↓
）

　
　
　
　
　
⊂
（
鋤
ひ
一
一
⊃
ぴ
ひ
一
一
）
⊂
（
黛
。
り
⊥
⊃
毫
ひ
↓
）

　
　
　
　
　
⊂
〔
（
ぴ
！
⊃
皐
↓
）
⊃
～
血
♂
∴
〕
…
…
ε

と
な
り
、
こ
の
論
理
式
中
（
9
ぴ
）
、
馳
p
。
⇔
酢
5
Q
工
は
0
幻
（
条
件
反
射
）

八
三
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五
冨
五
号

a a’

1

L1 C1 C2

@2

C3

@21 1

K　2

　
　
（
a
b
γ
2

1

L2

@　1 2

b
「

　　1
ﾂ三 ♂ 、d3

2

も’

1

｝　　　…　　　一　　　一　　　一　　　一

@蕪

『　　…　　一　　　一　　　　一　　｝ 一　　　…　　　　　　　一　　　一　　一　　　一　　　　　　　一　　｝　　　一　　　一　　　一　　一　　　楠　　　一　　一　　一　　｝

@　　　　　　　　　酵酸3 ［、

S

2

M4 M2
2 1

圏11を発展きせたBelief（信念）網に動機づけの系を結合きせたもの。図14

八
照

を
現
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
記
憶
の
役
割

を
は
た
し
て
い
る
α
が
消
え
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
O
ω

の
提
示
さ
れ
る
ご
と
に
○
菊
は
消
去
す
る
こ
と
な
く
反
応
し
続
け
る
。
こ

こ
で
参
考
の
た
め

　
　
○
渚
掛
（
囚
ひ
∴
⊃
～
瓢
ド
↓
）
⊂
〔
O
し
二
〇
…
一
。
（
国
酵
）
Q
7
ト
⊃
～
（
ご
T
一
⊂

　
　
　
　
び
評
↓
）
〕
…
…
（
導
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
改
良
さ
れ
た
論
理
網
に
も
欠
点
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
例
え

ば
「
一
回
の
O
ω
と
¢
O
ω
の
結
合
に
よ
り
○
菊
が
完
成
す
る
の
は
一

般
的
な
条
件
づ
け
の
姿
で
は
な
い
」
と
か
「
q
9
式
に
於
て
（
p
。
ぴ
）
、
縁
飴
Σ

⊃
∬
∴
で
も
あ
る
こ
と
は
、
d
O
園
と
異
な
る
厳
密
な
○
菊
の
表
現
で

は
な
い
し
等
の
亀
々
の
批
判
が
我
々
の
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
れ
に
答
え
る
か

の
様
に
著
者
は
「
意
図
は
方
法
論
や
原
理
で
あ
っ
て
、
本
当
の
も
の
は
非

常
に
複
雑
で
お
そ
ら
く
電
子
計
算
機
を
必
要
と
し
、
そ
れ
も
潮
動
符
号
化

（
讐
8
ヨ
象
搾
α
o
（
｛
獣
σ
q
）
の
助
け
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
信
念
（
b
ご
鉱
凶
Φ
臨
）
又
は
U
づ
出
簿
≦
◎
葺
の
定
義

を
よ
う
や
く
述
べ
て
い
て
「
信
念
と
は
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
キ
…
（
閤
話
翁
の
雫

ψ
尊
）
の
仮
説
や
ト
…
ル
マ
ン
の
期
待
（
⑦
メ
℃
①
O
↓
鋤
昌
O
）
「
）
と
極
め
て
関
連

深
い
純
粋
に
理
論
的
な
期
譜
で
あ
り
、
覚
醒
さ
れ
た
儒
念
（
鶴
践
奏
冨
匙

ぴ
亀
魚
）
を
期
待
と
呼
ぶ
」
と
か
「
信
念
と
は
入
力
と
出
力
を
結
ぶ
理
論

的
用
語
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、
体
制
化
さ
れ
た
反
応
を
示
し
て
い
る

様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
溝
じ
著
者
に
よ
り
一
九
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
「
認

知
（
8
σ
q
巴
瓢
§
）
」
と
い
う
著
書
の
一
九
六
頁
に
よ
る
と
、
「
水
中
に
立
っ

て
い
る
棒
は
曲
っ
て
見
え
る
が
、
そ
れ
は
真
薗
な
棒
の
半
分
が
水
に
没
し

て
い
る
と
儒
ぜ
ら
れ
る
（
ぴ
①
罵
O
く
O
儀
）
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
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さ
て
、
図
十
四
の
点
線
か
ら
下
は
動
機
づ
け
の
系
（
竃
。
魯
ぞ
鋤
島
8
銑

。・

去
¥
β
）
即
ち
鼠
－
。
。
毬
冨
ヨ
で
あ
っ
て
、
信
念
と
の
結
合
を
試
み
て
い

る
。
今
N
を
要
求
刺
激
（
ロ
o
o
仙
。
・
島
ヨ
巳
蕊
）
又
は
強
化
刺
激
（
器
ぼ
皆
器
ぎ
α
q

ω
熱
葺
篇
蒙
）
と
し
、
S
を
要
求
を
完
全
に
満
足
せ
し
め
て
し
ま
う
刺
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ね

（
の
訟
諺
巳
霧
静
簿
ω
舞
繭
ω
玉
出
①
Φ
仙
）
と
し
、
M
及
び
M
の
ル
…
プ
を
動
機
づ

け
の
鎖
（
ヨ
。
け
ぞ
鷲
δ
口
。
財
鈴
ぎ
）
と
す
れ
ば
、
（
黛
δ
び
）
、
の
出
力
が
M
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

N
に
遭
遇
し
た
場
合
、
M
が
発
火
し
て
K
に
入
力
す
る
。
と
こ
ろ
が
K
の

鵠
力
の
条
件
は

　
　
決
θ
燈
帥
マ
ド
⊃
7
∴

で
も
あ
り
、
更
に
こ
れ
は
q
D
式
の
（
勉
ぴ
）
、
の
出
力
の
条
件
で
も
あ
る
の
で

信
念
は
岡
一
反
応
（
鋤
ぴ
）
、
を
示
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
嗣
様
に
し
て
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
ゆ
け

に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
（
餌
ぴ
）
、
は
出
力
せ
ず
し
か
も
σ
や
M
、
M
の
ル
…
プ

が
消
え
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。
但
し
こ
れ
も
動
機
づ
け

を
論
理
網
で
表
現
す
る
原
理
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
例

　
　
　
エ
　
　
　
　
　
ら

え
ば
「
醸
と
M
の
最
初
の
発
動
は
何
か
の
外
的
刺
激
（
霧
＄
騒
巴
・
・
臨
欝
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ゆ
ね

ぎ
ω
）
に
よ
っ
て
開
始
す
る
様
に
す
る
」
と
か
「
M
と
M
の
ル
…
プ
は
満
足

す
れ
ば
い
つ
か
は
消
え
る
様
に
す
る
」
等
の
改
良
は
必
要
で
あ
り
、
又
可

能
で
も
あ
る
こ
と
は
図
十
五
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
あ
る
外
的

刺
激
E
が
存
在
す
る
時
出
力
要
素
R
が
発
火
し
、
そ
れ
に
よ
り
臨
時
に
外

的
環
境
が
変
化
し
要
求
刺
激
N
が
発
火
す
る
と
、
内
部
で
K
は
制
止
が
来

る
迄
発
動
し
続
け
る
。
こ
れ
を
強
化
網
（
お
溝
型
さ
ぎ
σ
q
昌
簿
）
と
呼
び
、

こ
の
様
な
考
え
方
が
ド
イ
チ
（
O
①
鋒
。
ぴ
）
の
挙
習
理
論
に
見
ら
れ
る
。

　
次
に
分
類
系
（
o
簿
ω
。
。
嵐
団
ぎ
σ
鳶
ω
鴇
＄
ヨ
）
で
あ
る
が
、
著
者
は
次
の
様
に

述
べ
て
い
る
。
　
「
我
々
の
感
覚
系
（
o
り
O
鵠
ω
O
H
鴫
　
ω
《
¢
陣
Φ
讐
）
は
入
力
に
あ
た

書

鮮fi’r

L
12

K」

1

N
3

網化

一
強

図15

公aもcd

嘱。福ab＆α・d研・d

磁
2

”ac奄氏@ad？sS　bco　bd．（〉’liXii

／Y　．　V／
1｝　（1｝r　（lr　（1

ta　rb　lc　td
瓢6　分類系のソフトウエアー

曲
2

り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
分
類
系
で
あ
る
。
つ
ま
り
我
々
の
世
界
で
弁

別
（
二
一
ω
O
戦
一
簿
一
⇔
餌
捗
一
〇
φ
）
出
来
る
最
も
小
さ
い
要
素
（
鉱
。
密
。
艮
）
を
原
始

入
力
（
℃
甑
ヨ
凶
臨
く
Φ
一
湿
℃
¢
叶
）
と
考
え
、
そ
の
多
数
集
合
を
考
え
る
。
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
ヨ

は
斜
ぴ
》
…
…
”
⇒
と
考
え
て
も
良
い
し
、
　
塩
竃
的
び
い
…
…
”
簿
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
雑
一
　
隔
翻
一

の
様
に
し
て
各
セ
ッ
ト
は
視
覚
、
聴
覚
等
の
異
る
感
覚
様
相
（
・
。
o
諺
。
蔓

ヨ
○
（
芭
ξ
）
を
現
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
も
良
い
」
。
こ
の
分
類
系
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
簡
単
な
金
物
に
し
た
の
が
図
十
三
の
ア
ト
リ
ー
の
モ
デ
ル
で
あ

る
が
、
そ
れ
の
論
理
網
は
図
十
六
で
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
更
に
分
類
さ

れ
る
事
象
の
時
間
を
考
慮
に
入
れ
、
長
さ
（
一
の
農
聾
）
の
概
念
を
導
入
す

る
。
図
十
六
の
分
類
は
凡
て
長
さ
が
一
（
｝
φ
奪
略
H
）
で
あ
る
が
、
嫁
迎
φ
じ
ご

八
五
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冒
五
畳

は
長
さ
2
（
冨
凝
窪
b
。
）
の
事
象
を
示
し
、
こ
れ
は

第
一
に
》
⊃
じ
ご
が
生
じ
、
次
に
～
諺
⊃
じ
d
が
生
じ

た
と
い
う
全
体
事
象
を
承
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
入
力
の
分
類
系
に
よ
り
記
憶
又
は
貯
蔵

（
。
・
ε
鑓
σ
q
o
）
に
入
っ
た
も
の
が
新
し
い
事
象
（
昌
。
婁

。
く
§
仲
）
に
再
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
図

十
七
の
様
な
拡
張
分
類
系
（
Φ
讐
。
旨
餌
。
血
。
鐸
。
。
ω
斌
《
聲
的

超
。
。
8
ヨ
）
で
例
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
例
え
ば

　
　
諺
＼
膨
⊃
切
＼
O
↓
諺
＼
b

で
あ
り
、
高
次
の
論
理
的
連
合
（
び
α
q
四
＄
圃
器
。
。
o
息
節
学

δ
昌
）
を
行
な
っ
て
お
り
、
「
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム

C／E

至

D／E

BIEA／D

CID
丘

ID
B
』

A／CA／B

17　拡張分類系

21凸
O

Ri1ri

213

八
六

RANDOM

213

1

213

N

S2

Si

図18　T迷路等の二者択一事態の学習の論理網
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に
よ
り
有
機
体
の
認
知
（
o
o
㈹
密
ロ
。
謬
）
の
み
な
ら
ず
推
理
（
箒
霧
9
ぎ
σ
q
）

ま
で
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
論
理
網
に
よ
り
T
迷
路
（
6
き
震
Φ
）
の
様
な
単
純
な
学
習
の

姿
を
現
わ
し
て
み
た
の
が
図
十
八
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
つ
の
薦
激
を
3
と

餅
で
示
し
、
N
を
要
求
刺
激
と
す
れ
ば
、
沁
闇
闇
U
O
ζ
要
素
よ
り
姶
ま

り　
　
⑦
5
2
↓
覆
　
　
で
あ
れ
ば
、

　
　
G
o
5
翼
↓
殉
・
。
　
と
は
な
ら
ず
、

一
方

　
　
ω
5
乞
↓
零
　
　
で
あ
れ
ば

　
　
ω
・
、
⊃
翼
↓
覆
　
　
と
は
な
ら
な
い
。

し
か
も
各
々
は
図
十
五
の
強
化
網
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
二
者
択
一

事
態
で
の
正
反
応
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
十
八
の
場
合
で
も
著
者

は
こ
の
様
な
説
明
を
省
略
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
や
不
親
切
で
あ
る
様

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
様
な
論
理
網
は
極
め
て
興
味
深

く
示
唆
に
露
ん
で
い
て
、
心
理
学
の
前
途
に
有
力
な
方
法
論
を
提
供
し
て

い
て
く
れ
る
。
同
一
論
理
網
が
単
極
と
部
位
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
複
雑
な
機
能
を
表
現
す
る
こ
と
は
図
十
二
の
様
な
入
力
行
列
の
適
用

に
よ
り
可
能
で
あ
る
。
翻
っ
て
こ
れ
迄
の
心
理
学
者
に
よ
り
図
示
さ
れ
た

モ
デ
ル
を
反
省
し
て
み
る
と
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
一
般
に
要
素
と
入

出
力
線
及
び
ル
…
プ
の
み
で
あ
っ
て
、
正
確
な
閾
値
の
導
入
に
よ
る
門

（
○
》
↓
国
）
と
し
て
の
要
素
や
論
理
式
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、

そ
の
説
明
は
主
に
文
輩
に
依
存
し
て
い
た
。
従
っ
て
著
者
の
指
摘
通
り
内

容
は
曖
昧
で
あ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
説
明
図
は
熱
心
で
あ
れ
ば
あ
る
穫

書

評

つ
セ
　
　
　
　
　
　
ミ

㎝
貯　　　蔵
（Storage）
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図19　著者の行動モデルのブロ

　　　ック函（点線の中は鷹機
　　　体を示す）

ゾ
ウ
リ
虫
の
変
態
の
様
に
奇
怪
で
あ
り
、
時
間
関
係
の
全
く
分
か
ら
な
い

直
線
・
曲
線
が
錯
綜
し
た
複
雑
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
心
理
学
の
一
般
状
態
に
、
著
者
が
本
書
で
強
く
推
し
て
い
る
論
理

式
及
び
論
理
網
は
新
風
を
送
り
込
み
、
そ
れ
を
少
し
で
も
改
善
す
る
こ
と

は
疑
い
の
余
地
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
著
者
自
身
の
行
動
モ
デ
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
図
を
示
す
と
図
十
九
の

通
り
で
あ
る
。
ま
ず
制
御
（
o
o
導
履
9
）
と
は
認
知
系
（
8
α
q
鉱
瓢
く
。
。
。
誘
3
ヨ

目
○
幽
岩
8
ヨ
）
と
も
呼
び
、
い
わ
ば
人
間
の
大
脳
皮
質
に
あ
た
り
、
知
覚
、

つ
ま
り
入
力
分
類
（
ぎ
や
三
9
霧
。
・
跳
＄
瓢
O
U
）
と
体
制
化
さ
れ
た
反
応
な
い

し
は
僑
念
を
含
む
出
力
分
類
（
o
¢
6
碁
巳
霧
。
・
臨
＄
臨
。
⇔
）
を
行
な
う
。
但

し
高
速
記
憶
部
分
（
鐵
α
q
7
巷
。
①
創
臼
㊦
諺
。
悪
露
o
H
o
）
も
加
え
ら
れ
て

い
る
。
貯
蔵
（
。
・
8
墨
σ
q
o
）
は
永
久
記
憶
部
分
（
燭
今
更
§
①
導
讐
Φ
旨
。
蔓

。・

W
誘
）
で
あ
り
、
動
機
づ
け
（
ヨ
O
捌
く
象
一
〇
p
）
は
鷺
－
ω
器
冨
ヨ
と
略
さ

れ
、
そ
の
他
の
内
部
環
境
（
憎
6
段
。
臨
ヨ
欝
憎
衆
篇
①
口
く
一
戦
O
鋤
ヨ
②
良
）
の
一
部

に
情
緒
系
（
o
日
。
鉱
。
内
訓
ω
毬
8
簿
憂
国
・
超
。
。
器
琶
）
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
様

八
七
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研
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五
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五
号

な
ブ
ロ
ッ
ク
麟
と
心
理
学
的
・
生
理
学
手
込
の
構
造
と
の
対
応
は
本
稿
の

後
編
で
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
た
だ
一
つ
図
十
九
の
行
動
モ
デ
ル
で

は
外
界
よ
り
駐
蔵
（
垂
簾
）
に
入
出
力
す
る
に
は
必
ず
制
御
に
媒
介
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
図
六
の
電
子
計
算
機
の
原
理
的
構
成
で

は
そ
の
必
要
は
な
く
一
見
入
出
力
は
記
憶
装
置
よ
り
鐵
接
行
な
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
の
電
予
計
算
機
の
入
出
力
は
制
御
装
置

の
制
御
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
趨
穴
の
点
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
そ
の
機
構
を
躍
十
九
の
行
勤
モ
デ
ル
の
様
に
記
述
す
る
の
は
妥
当
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
（
未
完
）
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